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日本力（にっぽんぶらんど）賞

　
ソ
デ
ィ
ッ
ク
は
現
在
、

「
未
来
志
向
を
目
指
す
世
界

の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
援
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
が
要
求
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
放
電
加
工
機
の
開
発
、

製
品
化
」
を
重
要
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ
　
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ
」

「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

ａ
ｒ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
、
新
型
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工

機
「
Ｓ
Ｌ
４
０
０
Ｇ
／
Ｓ
Ｌ

６
０
０
Ｇ
」
を
開
発
し
た
。

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
、
放
電
電

源
、
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

装

置
、
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に

代
表
さ
れ
る
要
素
技
術
を
全

て
自
社
開
発
・
製
造
す
る
こ

と
で
、
圧
倒
的
な
高
性
能
を

実
現
し
た
。

　
Ｓ
Ｌ
４
０
０
Ｇ
／
Ｓ
Ｌ
６

０
０
Ｇ
は
、
次
の
よ
う
な
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。

　
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｕ
、
Ｖ
軸
の
４

軸
に
自
社
開
発
の
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
駆
動
を
採
用
し
、
ワ

イ
ヤ
放
電
加
工
に
最
適
と
な

る
、
正
確
な
位
置
決
め
と
高

応
答
、
高
追
従
の
軸
制
御
を

実
現
。
さ
ら
に
こ
の
駆
動
方

式
は
摩
耗
に
よ
る
性
能
の
経

年
変
化
が
な
く
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
費
用
、
時
間
を
大
幅

に
削
減
し
た
。

　
マ
ル
チ
タ
ッ
チ
液
晶
モ
ニ

タ
ー
方
式
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
Ｎ
Ｃ
の
操
作
性
に
革
新

を
も
た
ら
す
新
型
Ｎ
Ｃ
装
置

「
Ｓ
Ｐ
Ｗ
電
源
」
を
標
準
装

備
し
た
。
高
速
デ
ュ
ア
ル
コ

ア
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
搭
載
し

て
お
り
、
圧
倒
的
な
処
理
速

度
を
実
現
。
マ
ル
チ
タ
ッ
チ

液
晶
モ
ニ
タ
ー
方
式
に
最
適

化
し
た
操
作
性
で
、
作
業
者

に
必
要
な
作
業
が
全
て
ワ
ン

タ
ッ
チ
で
行
え
る
革
新
的
な

操
作
性
を
完
成
さ
せ
た
。

　
新
た
に
採
用
し
た
「
タ
イ

コ
レ
ス
制
御
」
に
よ
っ
て
、

フ
ァ
ー
ス
ト
１
ｓ
ｔ
加
工

の
タ
イ
コ
量

中
央
部
の
凹

形
状

を
大
幅
に
低
減
。
新

開
発
「
Ｔ
Ｍ
Ｐ
制
御
」
は
セ

カ
ン
ド
２
ｎ
ｄ
カ
ッ
ト
加

工
時
の
面
粗
さ
向
上
、
お
よ

び
タ
イ
コ
低
減
、
真
ち
ゅ
う

付
着
減
少
を
実
現
す
る
。
仕

上
げ
加
工
の
高
速
化
と
安
定

性
向
上
を
目
的
に
、
新
し
い

「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｐ
Ｉ

Ｋ
Ａ
回
路
」
を
開
発
し
た
。

　
安
全
性
、
環
境
対
応
性
を

よ
り
一
層
高
め
る
た
め
に
機

械
を
フ
ル
カ
バ
ー
化
。
段
取

り
時
の
操
作
性
に
影
響
が
な

く
、
機
械
へ
の
接
近
性
を
確

保
す
る
た
め
、
独
自
の
ス
イ

ン
グ
式
と
ス
ラ
イ
ド
式
の
併

用
方
式
を
採
用
し
、
斬
新
か

つ
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を

実
現
し
た
。

　
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

利
用
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｃ
Ａ
Ｅ

解
析
技
術
を
駆

使
し
リ
ブ
配
置
の
最
適
化
や

鋳
物
厚
み
の
最
適
化
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
電
源
部
を
最

適
配
置
し
、
加
工
液
の
温
度

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
相
乗
効

果
に
よ
っ
て
、
常
に
安
定
し

た
機
械
精
度
を
維
持
す
る
。

　
ワ
イ
ヤ
を
自
動
で
結
線
す

る
新
型
高
速
ワ
イ
ヤ
自
動
結

線
装
置
「
Ｆ
Ｊ
―
Ａ
Ｗ
Ｔ
」

を
採
用
し
た
。
水
中
、
気
中

を
問
わ
ず
、
微
細
な
穴
や
裏

か
ら
の
座
繰
り
穴
な
ど
、
多

彩
な
結
線
ニ
ー
ズ
に
対
し
て

高
い
結
線
率
と
信
頼
性
を
得

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
加
工
タ
ン
ク

３
面
自
動
昇
降
、
ス
ラ
イ
ド

プ
レ
ー
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機

構
な
ど
、
加
工
現
場
で
の
作

業
性
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
Ｓ
Ｌ
４
０
０
Ｇ
／
Ｓ
Ｌ
６

０
０
Ｇ
で
は
、
圧
倒
的
な
高

性
能
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
静
粛
で
ク
リ
ー
ン
な
フ

ル
カ
バ
ー
を
標
準
採
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
周

囲
環
境
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
制
し
、
安

全
性
と
操
作
性
の
両

立
を
実
現
し
て
い

る
。

　
前
面
扉
は
左
側
ス

イ
ン
グ
式
、
右
側
ス

ラ
イ
ド
式
を
採
用

し
、
段
取
り
時
の
テ

ー
ブ
ル
へ
の
寄
り
付

き
を
最
大
限
確
保
し

た
上
で
、
扉
開
放
時

に
上
部
も
開
放
し
ク

レ
ー
ン
な
ど
の
使
用

に
配
慮
す
る
な
ど
、

使
い
や
す
さ
を
最
優
先
に
し

て
い
る
。

　
操
作
し
や
す
い
大
型
の
ハ

ン
ド
ル
を
扉
内
部
に
埋
め
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
っ
張

り
を
な
く
し
た
上
で
、
作
業

者
の
目
の
高
さ
に
設
け
ら
れ

た
二
つ
の
小
型
透
明
窓
が
、

カ
バ
ー
に
独
創
的
な
機
能
美

を
持
た
せ
て
い
る
。

　
エ
ッ
ジ
と
Ｒ
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
、
カ
バ
ー
全
体

に
一
体
感
を
持
た
せ
、
当
社

の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
シ
ル

バ
ー
と
つ
や
消
し
黒
で
上
質

感
を
醸
し
出
し
、
従
来
の
工

作
機
械
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す

よ
う
な
ス
マ
ー
ト
な
デ
ザ
イ

ン
を
追
求
し
て
い
る
。

デジタル超音波診断装置Ｎｏｂｌｕｓ
日本力（にっぽんぶらんど）賞

日
立
メ
デ
ィ
コ
／
日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル

　
超
音
波
診
断
装
置
は
放
射

線
被
ば
く
の
危
険
が
な
く
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
に
優
れ
、

Ｘ
線
装
置
や
磁
気
共
鳴
断
層

撮
影
装
置

Ｍ
Ｒ
Ｉ

に
比

べ
て
小
型
で
安
価
な
診
断
装

置
で
あ
る
。

　
最
近
は
整
形
外
科
や
ス
ポ

ー
ツ
医
療
な
ど
、
診
断
領
域

が
大
き
く
広
が
っ
て
来
て
い

る
。
導
入
先
は
総
合
病
院
に

加
え
、
個
人
病
院
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
へ
と
拡
大
。
使
用
さ
れ

る
場
所
も
病
院
の
超
音
波
検

査
室
を
は
じ
め
、
病
棟
の
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
、
穿
刺
な
ど
を

せ
ん
し

行
う
処
置
室
や
手
術
室
、
診

察
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

従
来
の
据
え
置
き
型
か
ら
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
型
や
携
帯
型

へ
と
機
器
の
小
型
化
が
進

み
、
救
急
現
場
な
ど
病
院
外

で
の
使
用
も
増
え
て
い
る
。

検
査
技
師
だ
け
で
な
く
診
断

の
場
で
医
師
が
自
ら
用
い
る

ケ
ー
ス
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
立
メ
デ

ィ
コ
と
日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ

カ
ル
は
、
大
き
く
広
が
っ
た

診
断
領
域
へ
柔
軟
に
適
応
で

き
る
操
作
性
に
加
え
、
豊
富

な
機
能
と
高
画
質
を
実
現
す

る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
と
技
術

を
高
次
元
で
融
合
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
超
音
波
診
断
装

置
の
開
発
を
行
っ
た
。
そ
し

て
超
音
波
診
断
装
置
の
可
能

性
を
さ
ら
に
広
げ
る
新
製
品

「
デ
ジ
タ
ル
超
音
波
診
断
装

置
　
Ｎ
ｏ
ｂ
ｌ
ｕ
ｓ

ノ
ブ

ル
ス

」
が
誕
生
し
た
。

　
Ｎ
ｏ
ｂ
ｌ
ｕ
ｓ
は
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
型
の
超
音
波
診
断

装
置
本
体
と
、
搭
載
台
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
柔
軟

な
ス
タ
イ
ル
を
実
現
。
い
く

つ
か
の
特
徴
を
備
え
て
い

る
。

　
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
上
下
・

左
右
の
画
面
の
向
き
を
簡
単

に
変
え
ら
れ
る
ス
イ
ー
ベ
ル

・
チ
ル
ト
機
構
に
よ
っ
て
、

医
師
や
技
師
、
患
者
の
身
体

的
負
担
を
軽
減
す
る
。
操
作

パ
ネ
ル
を
跳
ね
上
げ
る
独
自

の
収
納
ス
タ
イ
ル
で
、
検
査

後
の
机
上
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
。
本
体
サ
イ
ズ
を
な
る

べ
く
小
さ
く
し
、
ま
た
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
を
ス
イ
ー
ベ
ル
・

チ
ル
ト
さ
せ
る
こ
と
で
検
査

画
面
の
み
に
意
識
を
集
中
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　
小
児
や
高
齢
の
人
、
病
気

の
不
安
を
抱
え
た
人
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
患
者
に
安
心
感
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
圧
迫
感

の
な
い
形
状
、
部
品
配
置
の

や
さ
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
を
採
用
し
た
。

　
上
位
機
種
に
採
用
し
て
い

る
超
音
波
診
断
装
置
に
特
化

し
た
デ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
回

路
「
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ
ｓ
ｏ
ｕ
ｎ

ｄ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｂ
ａ
ｎ
ｄ

　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
小

型
、
低
消
費
電
力
化
し
搭
載

し
た
。
こ
れ
で
高
度
な
超
音

波
ビ
ー
ム
形
成
、
画
像
処
理

が
可
能
と
な
り
、
美
し
く
ク

リ
ア
な
画
像
を
実
現
し
て
い

る
。
多
重
エ
コ
ー
な
ど
の
ア

ー
チ
フ
ァ
ク
ト

人
工
産

物

を
低
減
し
、
高
い
分
解

能
、
深
部
感
度
も
兼
ね
備
え

た
断
層
像
を
提
供
す
る
独
自

の
広
帯
域
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
技

術
な
ど
の
上
位
機
種
と
同
様

な
高
画
質
化
技
術
を
搭
載
し

て
い
る
。
　

　
超
音
波
送
受
信
を
行
う
探

触
子
に
お
い
て
も
、
単
結
晶

探
触
子
を
は
じ
め
と
し
た
上

位
機
種
と
同
等
性
能
の
広
帯

域
、
高
感
度
探
触
子
を
、
装

置
と
の
接
続
コ
ネ
ク
タ
ー
部

を
小
型
化
し
た
上
で
接
続
可

能
と
し
て
い
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
医
師
が
思
い
通
り
に
診
察

で
き
、
患
者
の
近
く
へ
質
の

高
い
診
療
を
届
け
る
た
め
、

使
う
人
と
用
途
を
選
ば
な
い

性
能
と
、
場
所
を
選
ば
な
い

サ
イ
ズ
の
両
立
を
追
求
し

た
。

　
正
確
な
診
断
の
サ
ポ
ー
ト

に
欠
か
せ
な
い
超
音
波
像
表

示
サ
イ
ズ
を
考
慮
し
た
上

で
、
装
置
と
周
辺
環
境
の
関

わ
り
を
、
使
用
時
だ
け
で
な

く
不
使
用
時
に
つ
い
て
も
考

え
た
。
準
備
、
検
査
、
診
断

の
各
段
階
で
の
使
い
勝
手
だ

け
で
な
く
、
段
階
移
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
形
態
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
た
。
そ
こ
で

ベ
ー
ス
部
を
軸
に
、
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
部
と
操
作
パ
ネ
ル
部

が
独
立
し
て
可
動
す
る
３
部

品
構
成
を
発
想
し
た
。
可
動

要
件
か
ら
く
る
ヒ
ン
ジ
形
状

制
約
を
理
解
し
、
強
度
確
保

と
小
型
化
を
両
立
さ
せ
つ

つ
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
圧
迫
感
の

な
い
デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
る

こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
ヒ

ン
ジ
形
状
や
回
転
軸
位
置
の

さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
を

試
作
検
討
し
、
実
際
と
同
じ

大
き
さ
、
重
量
の
模
型
に
取

り
付
け
、
操
作
感
の
検
証
を

繰
り
返
し
た
。
可
動
部
を
中

心
に
、
組
み
付
き
部
形
状
を

整
理
し
、
３
部
門
構
成
か
ら

な
る
装
置
全
体
の
デ
ザ
イ
ン

を
ま
と
め
た
。
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（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 　　


